
 

 

農業政策等に関する意見書を提出 ････････････ ２Ｐ 
農地所有適格法人報告書、農地移動状況 ･･････ ３Ｐ 

農地の賃借料情報 ･･････････････････････････  ４Ｐ 

現況届の提出、農業者年金相談会 ････････････ ５Ｐ 

農地バンク（農地中間管理機構）が変わります、 

農地中間管理事業の借受希望申し出について 

           ･･････････････････ ６Ｐ・７Ｐ 

研修報告 ･･････････････････････････････････ ８Ｐ 

編集・発行 
 

幕別町農業委員会 

幕別町本町 130 番地 1 

℡ 0155-54-6625 

忠類支局 

幕別町忠類錦町 439 番地１ 

℡ 01558-8-2111 

農業委員研修 

写真上  2/5・6 南十勝農業委員 

等研修会（帯広市） 

写真左上 2/21 女性農業委員研修 

会（士幌町） 

写真左下 2/10 農政部会視察研修 

（清水町・更別村） 

※研修報告は８ページに掲載 



農業委員会だより② 

       

       

                        

              

１

 

自
然
災
害
に
よ
る
農
業
被
害

対
策
に
つ
い
て

 

２

 

地
域
の
実
態
に
即
し
た
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
の
推
進
及
び

農
家
戸
数
減
少
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

 

３

 

農
業
農
村
整
備
予
算
の
確
保

に
つ
い
て

 

４

 

有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
に
つ

い
て

 
５

 

国
際
通
商
交
渉
に
つ
い
て

 
６

 
農
業
者
年
金
制
度
に
お
け
る

政
策
支
援
対
象
者
の
拡
大
に
つ

い
て

 

７

 

農
業
委
員
会
関
係
予
算
の
確

保
に
つ
い
て

 

 

 
農
業
政
策
等
に
関
す
る

 

意
見
書
を
提
出

 

 

毎
年
、
農
業
委

員
会
で
は
町
に

対
し
て
農
業
政

策
等
に
関
す
る

意
見
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

 

令
和
元
年
十

二
月
十
一
日
、
農

業
委
員
会
の
谷

内
会
長
、
鯖
戸
会

長
職
務
代
理
者
、

香
西
農
政
部
会

長
が
町
長
室
を

訪
れ
、
飯
田
町
長

に
意
見
書
を
提

出
し
、
国
や
北
海

道
に
対
し
て
の

働
き
か
け
や
、
本

町
に
お
け
る
各

種
施
策
の
推
進

に
つ
い
て
要
請

し
ま
し
た
。

 

寺林議長に提出したことを報告 

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員 

会系統組織が発行する農業総合専門紙です。全国農業 

新聞は、農業委員会で購読の申し込みを受け付けてい 

ます。お電話等でお申し込みください。 

 

◆発行日：毎週金曜日 

  ◆購読料：月 700 円（送料､税込） 

◆発 行：全国農業会議所 



③農業委員会だより 

農
地
所
有
適
格
法
人
（
旧
呼
称
：
農

業
生
産
法
人
）
は
、
農
地
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
要
件
を
満
た
し
た
、
農
地
を

借
り
る
こ
と
、
買
う
こ
と
が
で
き
る
法

人
で
す
。

 

 

農
地
所
有
適
格
法
人
は
農
地
法
の
規

定
に
よ
り
、
毎
年
「
農
地
所
有
適
格
法

人
報
告
書
」
を
経
営
地
の
所
在
す
る
全

て
の
農
業
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

 

 

報
告
書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
農
地

の
権
利
を
取
得
す
る
場
合
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

 提
出
す
る
書
類

 

 

・
農
地
所
有
適
格
法
人
報
告
書

 

・
報
告
す
る
事
業
年
の
農
業
収
入
額

が
わ
か
る
書
類
（
損
益
計
算
書
な

ど
）

 

【
新
規
に
設
立
ま
た
は
内
容
に
変
更

 

が
あ
っ
た
場
合
】

 

・
定
款
、
株
主
ま
た
は
組
合
員
名
簿

の
写
し

 

 

提
出
期
限

 

法
人
の
毎
事
業
年
度
の
終
了
後
３

カ
月
以
内
（
例
え
ば
決
算
期
が

12
月

末
の
法
人
の
場
合
は
３
月
末
ま
で
）

 

 提
出
先

 

・
農
業
委
員
会

 
・
農
業
委
員
会
忠
類
支
局

 

 ※
報
告
書
の
様
式
は
農
業
委
員
会
に
あ

り
ま
す
。

 

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

                               

                               

決
算
の
後
は

 
農
地
所
有
適
格
法
人
報
告
書
の
提
出
を

 

平成 31 年１月～令和元年 12 月 

農地移動状況 
項 目 

平成 31年 

・令和元年 
平成 30年 前年比 

区 分 移動事由 件数 面積(ha) 件数 面積(ha) 件数 面積(ha) 

農地法第３条 

所有権の

移転 

売 買 19 34.54 31 94.85 -12 -60.31 

贈 与 7 124.68 8 121.11 -1 +3.57 

賃借権の設定 45 218.95 46 264.65 -1 -45.70 

使用貸借権の設定 16 504.18 28 792.40 -12 -288.22 

地役権の設定 1 0.05 － － +1 +0.05 

農地中間管理機構

特例事業(道公社) 

買 入 11 75.53 14 97.68 -3 -22.15 

売 渡 25 178.48 12 67.84 +13 +110.64 

農用地利用集

積計画 

所有権の移転 15 41.14 7 18.85 +8 +22.29 

利用権の設定(賃借権) 110 558.47 123 757.93 -13 -199.46 

 

忘れないで！ 
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
の
規
定

に
よ
り
農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す

る
場
合
の
目
安
と
な
る
よ
う
、
地
域
の

賃
借
料
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

 

平
成

31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年

12

月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に

よ
る
賃
借
料
水
準
（

10
ア
ー
ル
当
り
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
賃
貸
借

 

    契
約
を
締
結
す
る
際
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

 

な
お
、
平
均
額
の
２
倍
以
上
の
賃
借

料
で
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
、
周
辺
の

賃
借
料
を
引
き
上
げ
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
農
業
委
員
会
は
指
導
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 

            

                   

                             

１ 普通畑 

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 

幕別地区(低台) １０,４００(↑) １４,０００ ３,９００ ２２１ 

幕別地区(高台) ７,２００(↓) １１,０００ ３,０００ １９５ 

忠類地区 ３,６００(↓) ５,０００ ２,１００ ５７ 

２ 牧草畑 

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 

幕別地区(低台) ５,１００(→) ７,７００ ４,０００ なし 

幕別地区(高台) ４,５００(→) ６,８００ ３,０００ なし 

忠類地区 ２,５００(↓) ４,０００ １,５００ ４２ 

※幕別地区(低台)は、事例がないため平成 23年の賃借料としています（平成 28年は１件のみ 

で個人の特定につながる恐れがあり、平成 28年を除く平成 24年～30年は案件なし）。 

 ※幕別地区(高台)は、極端に低い事例が多いため平成 30年の賃借料としています。 

 

○幕別地区（低台）：新川の一部、明野の一部、軍岡の一部、相川、猿別の一部、千住の一部、 

依田の一部、途別の一部、幕別・札内市街地 

○幕別地区（高台）：上記地区と忠類地区を除いた地区 

農
地
の
賃
借
料
情
報
に
つ
い
て

 
平
成

31
年
１
月
～

 
令
和
元
年

12
月
分

 



⑤農業委員会だより 

                               

                               

                   

                             

 

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
年
金
を
受
給
す
る
資
格

が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
毎
年
６
月
に
確
認
す
る
も
の
で
す
。

 

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
提
出
さ
れ
る
ま
で
年
金
が
差
し
止
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

現
況
届
の
用
紙
は
毎
年
５
月
末
ま
で
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
受
給

者
の
皆
様
に
送
ら
れ
ま
す
。
必
ず
期
限
内
（
６
月
１
日
か
ら
６
月

30
日

ま
で
）
に
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

経
営
移
譲
年
金
（
旧
制
度
）
や
特
例
付
加
年
金
（
新
制
度
）
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
経
営
移
譲
後
に
、
農
地
を
取
得
し
た
り
、
認

定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
て
い
た
り
し
て
い
た
場
合
、
経
営
再
開
と
み

な
さ
れ
支
給
が
停
止
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
支
給
さ
れ
た
年
金
の
返
還

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

○
提
出
先

 

農
業
委
員
会
・
農
業
委
員
会
忠
類
支
局
・
札
内
支
所
・
糠
内
支
所
・
駒

畠
出
張
所

 

 住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
？

 

 

転
居
や
転
出
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
や
、
年
金
を
受
け
取
る

金
融
機
関
を
変
更
す
る
場
合
は
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
農
業

委
員
会
又
は
Ｊ
Ａ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

農
業
者
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

 
６
月
は
現
況
届
の
提
出
を

 

忘
れ
ず
に
！

 

「農業者年金説明会及び相談会」を開催 

令和元年 12 月３日に農業者年金の受給予定者を対象とし

た農業者年金説明会及び相談会が開かれ、58歳から 64歳ま

での年金の受給を考えられている 11人が参加しました。 

 説明会は毎年、農業委員会と農業者年金協議会が共催して

おり、北海道農業会議の野澤信義農業者年金相談指導員を講

師に迎え、農業者年金制度の概要、旧年金・新年金それぞれ

の経営継承の方法や留意点について説明を受けました。 

 説明会終了後は個別相談会が開かれ、参加者は年金支給予

定額や農地を処分する方法や時期、処分する際の注意点につ

いて説明を受けました。 

農
地
を
「
相
続
」
し

た
と
き
は
農
業
委
員
会

に
届
出
を
！

 
 農

地
法
で
は
、
相
続
等
で
農
地
の
権

利
を
取
得
し
た
場
合
、
農
業
委
員
会
へ

届
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

○
届
出
が
必
要
な
人

 
 
 

相
続
・
遺
産
分
割
等
、
時
効
取
得
、 

法
人
の
合
併
・
分
割
等
、
農
地
法
の
許

 

可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
農
地
の
権

 

利
を
取
得
し
た
人

 

○
届

 

出

 

先

 
 

 
 

農
業
委
員
会

 

○
届
出
時
期

 
 

 
 

農
地
の
相
続
等
を
知
っ
た
時
点
か

 

ら
お
お
む
ね

10
カ
月
以
内

 

○
留
意
事
項

 
 

 
 

・
こ
の
届
出
は
、
農
業
委
員
会
が
農

 

地
の
権
利
移
動
を
把
握
す
る
た
め
の

 

も
の
で
、
権
利
取
得
の
効
力
を
発
生

 

さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

 

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
た
と
え
ば
、
届

 

出
に
よ
り
、
時
効
に
よ
る
権
利
取
得

 

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

 

り
ま
せ
ん
。
）
。

 

・
ま
た
、
所
有
権
移
転
登
記
に
代
わ

 

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登
記
は

 

別
途
必
要
で
す
。
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 町公社は 

「円滑化団体」から「調整団体」へ 

幕別町農業振興公社からのお知らせ 

① 農地中間管理事業で賃貸借を行う場合、申請から貸出までの期間が短縮され、これまでの利

用状況報告義務が廃止されるなど、受け手の手間が軽減されました。 

② 農地利用集積円滑化団体を農地バンクと統合一体化されます。 

ア これまで当公社が担っていた農地利用集積円滑化団体が廃止され、今後は機構が中間保

有を行う農地中間管理事業に移行します。 

イ 新規の農地中間管理事業による農地の賃貸借や貸付期間満了の際の更新時に農地バンク

へ承継した場合は、農地中間管理事業実施要領の規定により新たに管理料（出し手、受け手

各１％及び消費税）の支払いが発生します。 

ウ 統合一体化以降は、農地中間管理事業での借受けの新規・更新を希望する受け手は、農地

バンクに申し出て登録される必要があります。 

Ⅰ 農地バンクの手続きが簡素化 

Ⅰの②のままでは、当公社が行ってきた事業の一部も農地中間管理事業に統合されてしまい

ますが、国では、当公社などが実施してきた農地利用集積円滑化団体としての活動内容を考慮

し、引き続きこれまでと同様の業務を行うことができる団体として認める措置を農業経営基盤

強化促進法施行規則（省令）で定めました。 

これにより、当公社は令和２年４月１日から「担い手農地利用調整団体」として認められ、こ

れまで同様、農用地利用集積計画に基づく農地の権利移動や中間保有のほか、研修事業のための

農地の利用権設定などを行うことができます。 

① 地域集積協力金〔集積・集約化タイプ〕の要件緩和 

地域の話合いにより、まとまった農地を機構に貸し付ける地域に交付されます。 

ア 中間管理機構貸付面積（交付対象面積）のうち、１割以上が新たに担い手に集積 

イ 一般地域：20％超の活用率、中山間地域：４％超の活用率で１万円/10a 

② 農地整備・集約協力金の新設 

担い手への集約化に応じて畦畔除去、暗渠排水等の簡易な基盤整備に係る農業者の事業負

担を軽減します。 

Ⅱ 機構集積協力金の見直し 

農地バンクとは、農地中間管理機構のことで、北海道では（公財）北海道農業公社が指定されて

います。 

令和元年に農地中間管理事業の推進に関する法律などが一部改正され、主に以下のように変わり

ました。 

農地バンク（農地中間管理機構）が変わります 
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① 複数市町村で農業を営む農業者の場合は、市町村に代わって北海道又は国が農業経営改善

計画の認定の手続きをします。 

② 農地所有適格法人の役員の農業常時従事要件が緩和されました。 

③ 地域において農用地利用改善団体を整備し、農用地利用規程を設けた場合における譲渡所

得 2,000 万円控除が新設されました。 

④ 農地の転用許可基準を、農地の集積に支障がある場合について見直されました。 

Ⅳ その他 

国は、新たに担い手の確保を目的に、特定の要件のもとに農地を売却した場合に、譲渡所得を

2,000 万円まで特別控除するしくみを創設しました。 

① 適用要件 

ア 地権者の組織する団体（農用地利用改善団体）による農用地利用規程が必要です。 

イ さらに、地権者の２/３以上の同意が必要です。 

ウ 利用権の設定等を受ける者を認定農業者及び農地バンクに限定します。 

エ 農用地利用規程に基づき、地域内の農地を農地バンクに譲渡した場合のみ特別控除の対象

となります。 

② その他、農地転用の制限や当該規程に記載された以外の者への権利の移動・設定の制限など

があります（違反した場合は、当該農地の所有者に過料）。 

農地中間管理事業とは、農地バンクが農地を貸したい農業者（出し手）から長期に借り入れ、

規模拡大や新規参入を希望する担い手（受け手）へ農用地の集積・集約化を進める事業です。 

① 借受希望申出書の提出期間は随時です。 

② 借受希望申出書が提出されていない場合や申出の有効期限が切れてしまった場合は、貸付地

が出されたとしても、借り受けを希望することはできませんのでご注意ください。 

③ 借受希望の有効期限は、申し出から５年間です。なお、期間満了前には、幕別町農業振興公

社から更新のお知らせをいたします。 

④ 申し出の内容については、北海道農地中間管理機構ホームページ等での公表に同意していた

だきます。 

ご不明な点などは、下記までお問い合わせください。 

◆公益財団法人幕別町農業振興公社  電話 57-2711 FAX 57-2716 

① 農業次世代人材投資事業交付金の対象年齢が 45 歳未満から 50 歳未満に引き上げられま

す。 

② 親元就農の場合に、５年以内の農地取得義務を緩和し、農地の利用権の設定だけでも対象

になります。 

「農地中間管理事業」の借受希望申し出について 

譲渡所得の特別控除の新設 

Ⅲ 新規就農者に対する交付金の対象年齢を引き上げ 



農業委員会だより⑧ 

  南
十
勝
農
業
委
員
等
研
修
会

 

２
月
５
日
、
６
日
に
南
十
勝
農
業
委

員
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら

19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

１
日
目
は
十
勝
毎
日
新
聞
社
児
玉
匡

史
編
集
局
長
か
ら
「
イ
ン
フ
ラ
再
考

 

本
紙
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み

か
ら
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
北
海
道
は
九
州
に
比
べ
て
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
台
風
被
害
や

地
震
に
よ
る
被
害
が
続
い
た
こ
と
が
特

集
を
組
ん
だ
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
。
講

師
自
身
、
公
共
投
資
と
い
う
と
負
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、「
公
共
投
資
、
交

通
の
利
便
性
は
、
地
域
の
所
得
に
影
響

す
る
」
と
い
う
専
門
家
の
話
を
聞
い
て

必
要
性
を
認
識
し
、
十
勝
の
農
地
面
積

は
全
国
の

12
％
を
占
め
て
お
り
、
日
本

の
食
糧
庫
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
も

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

２
日
目
は
十
勝
総
合
振
興
局
前
野
宏

之
農
務
課
長
か
ら
「
十
勝
農
業
と
農
村

の
発
展
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
・
十
勝
で
は
農

業
が
地
域
経
済
に
果
た
す
役
割
は
大
き

い
が
、
農
家
戸
数
は
予
想
を
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
減
少
し
て
お
り
、
北
海
道
で

は
農
家
子
弟
以
外
の
『
多
様
な
』
担
い

手
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
自

衛
官
退
職
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

る
な
ど
興
味
深
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

 農
政
部
会
視
察
研
修

 

農
政
部
会
（
部
会
長
香
西
浩
志
委
員
）

が
２
月

10
日
視
察
研
修
を
行
い
、
１
カ

所
目
は
、
清
水
町
の
結
婚
・
少
子
化
対

策
事
業
「
コ
イ
ノ
ヨ
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

 

平
成

28
年
に
町
内
の
出
生
数
が
初

め
て

50
人
を
下
回
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

人
口
減
少
対
策
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の

で
、
１
年
目
は
、
半
年
間
で
様
々
な
事

業
を
行
い
、
阿
部
一
男
町
長
は
「
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
以
降
、
町
内
の

雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

２
カ
所
目
は
、
更
別
村
で
ス
マ
ー
ト

農
業
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。
更
別
村
で
も
推
計

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
が
減
少
し
、

高
齢
化
と
同
時
に
産
業
人
口
の
減
少
が

問
題
で
あ
る
と
い
う
人
口
減
少
対
策
か

ら
始
ま
っ
た
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
「
十
勝
さ

ら
べ
つ
熱
中
小
学
校
」
を
開
校
し
、
人

材
育
成
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
結

果
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
東
大
研

究
チ
ー
ム
が
入
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な

り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
の
た
め
の
事

業
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

今
後
は
、
生
産
者
の
取
り
組
み
な
ど
が

問
題
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

 

 十
勝
農
業
委
員
会
連
合
会

 

女
性
農
業
委
員
研
修
会

 

 

２
月

21
日
士
幌
町
で
行
わ
れ
、
森

 

勤
子
委
員
、
渡
邊
ひ
ろ
子
委
員
、
谷
内

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

北
海
道
農
業
会
議
幡
野
千
春
次
長
か
ら

農
業
者
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
講
演
が

あ
り
、
農
業
者
年
金
は
農
業
者
か
ら
の

要
請
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
制
度
な
の
で
、

せ
っ
か
く
つ
か
ん
だ
権
利
を
使
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 

次
に
士
幌
町
の
道
の
駅
を
運
営
し
て

い
る
㈱

a

t
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
堀
田
悠
希

代
表
か
ら
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

 

士
幌
町
の
農
業
後
継
者
と
結
婚
し
、

「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作
物
は
誰
の
口

に
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う

疑
問
か
ら
個
別
販
売
を
始
め
、
様
々
な

取
り
組
み
を
経
て
、
道
の
駅
の
運
営
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
オ
ー
プ
ン
前
・

当
初
の
苦
労
し
た
話
を
聞
き
ま
し
た
。

今
後
は
町
民
・
町
内
業
者
を
巻
き
込
み
、

道
の
駅
を
通
じ
て
士
幌
町
の
魅
力
づ
く

り
、
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

                              

◆
広
報
委
員
◆

 

 

・
委

 

員

 

長

 

森

 
 

 

勤
子

 

 

・
副
委
員
長

 

帰
山

 
 

茂
義

 

 

・
委

 
 

員

 

石
川

 
 

雅
洋

 

 

・
委

 
 

員

 

齊
藤

 
 

正
孝

 

 

・
委

 
 

員

 

棚

 
 

 

範
貴

 

 

・
委

 
 

員

 

澤
邊

 
 

佳
範

 

 

・
委

 
 

員

 

松
本

 
 

 

誠

 

各種申請は毎月１０日 

 農地法に基づく各種許可申請（農地の売買、転用など）や地目の

現況証明願いの締切りは、毎月 10 日（閉庁日の場合は直後の開庁

日）となっています。 

 書類を準備のうえ、農業委員会事務局に申請をしてください。申

請書の様式は幕別町のホームページからダウンロードできます。 

幕別町のトップページ 

    → 右下の町政情報の「幕別町農業委員会」 

    → 「○各種様式」 をクリック 

◆
研
修
報
告
◆

 

  


